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太
田

眞
弘

代
表
理
事
組
合
長

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
ご
健
勝
で
新
年

を
迎
え
ら
れ
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、

令
和
３
年
が
最
良
の
１
年
で
あ
り
ま
す
様
心
か
ら

ご
祈
念
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
春
先
は
低
温
と
降

雨
に
よ
り
蒔
き
付
け
作
業
は
平
年
よ
り
遅
い
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

５
月
・
６
月
上
旬
迄
は
好
天
に
恵
ま
れ
る
が
旱
魃

傾
向
で
推
移
６
月
、
中
旬
は
低
温
と
極
端
な
日
照

不
足
、
８
月
は
高
温
、
９
月
中
旬
は
長
雨
と
、
昨

年
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
天
候
で
生
産
者
の
皆

様
に
と
っ
て
は
、
大
変
ご
苦
労
の
多
い
１
年
で
は

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
様
な
状
況
の
中
で
の
作
柄
で
す
が
一
部
収

穫
が
遅
れ
、
品
質
・
収
量
が
落
ち
る
作
柄
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
均
気
温
が
シ
ー
ズ

ン
を
通
し
て
高
く
経
過
し
た
こ
と
、
又
、
生
産
者

関
係
機
関
の
努
力
も
あ
り
、
概
ね
平
年
並
み
の
収

量
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
農
協
の
農
畜
産
物
取
扱
高
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
販
売
量
の
減
少
等
で
前
年
を
大
き

く
割
り
込
む
取
扱
高
と
な
り
、
残
念
な
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

何
と
言
っ
て
も
昨
年
は
、
春
先
よ
り
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
が
世
界
中
に
広
が
り
、
世
界

経
済
は
今
迄
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
が
無
い
様
な

被
害
を
被
り
ま
し
た
。

世
界
中
が
感
染
拡
大
防
止
か
、
経
済
優
先
か
で

ゆ
れ
た
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
各
国
で
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
終
息

の
兆
し
は
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
周
り
も
昨
年
、
Ｊ
Ａ
総
会
は
書
面
議

決
で
行
な
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
後
の
生
産
組

織
等
の
行
事
イ
ベ
ン
ト
等
は
す
べ
て
中
止
と
な
り
、

大
変
寂
し
く
悲
し
い
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。
又
、

私
た
ち
農
業
へ
の
影
響
は
国
民
生
活
の
自
粛
、
外

国
人
観
光
客
が
来
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
農
畜

産
物
の
在
庫
が
急
激
に
増
え
、
大
き
な
影
響
が
で

て
き
て
い
ま
す
。
一
時
、
夏
以
降
は
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
政
府
の
対
策
も
あ
り
持
ち
直
し
の

兆
し
も
見
え
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
年
末
に
第
３

波
の
感
染
拡
大
が
広
が
り
、
年
末
需
要
を
直
撃
し

さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
の
農
政
活
動
は
、
テ
レ
ビ
会
議
な
ど
リ
モ
ー

ト
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
通
常
の
農
業
政
策
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
も
重
点
を
お

い
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

政
府
は
１
２
月
８
日
、
農
林
水
産
関
係
の
２
０

２
０
年
度
第
３
次
補
正
予
算
と
し
て
は
８
年
ぶ
り

に
１
兆
円
超
え
る
水
準
で
、
又
、
２
０
２
１
年
度

農
林
水
産
関
係
予
算
を
２
０
年
度
と
同
水
準
の
２

兆
３
，
０
０
０
億
円
台
と
す
る
方
向
で
提
示
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
引
き
続
き
国
内
の
基
盤
強
化

の
為
の
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
、
産
地
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
等
も
し
っ
か
り
予
算
措
置
さ
れ
、

又
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
農
畜
産
物
の
在
庫
解
消

と
即
効
性
の
あ
る
消
費
回
復
策
を
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
学
校
給
食
や
外

食
が
減
り
、
家
庭
内
で
調
理
す
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
消
費
者
の
食
材
に
対
す
る
興
味
意
識
が

高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
又
、
政
府
は
、
こ

こ
（
１
２
月
１
５
日
）
に
き
て
、
農
政
改
革
の

基
本
方
針
と
な
る
「
農
林
水
産
業
、
地
域
の
創

造
プ
ラ
ン
」
を
改
訂
し
、
食
料
安
全
保
障
の
強

化
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
麦
・
大
豆
の

安
定
供
給
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
や
、
加
工
食

品
・
外
食
・
中
食
原
料
の
国
産
切
り
替
え
な
ど

も
具
体
的
施
策
と
し
て
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
す
。

私
た
ち
生
産
者
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
消
費

者
と
の
距
離
が
近
付
い
て
き
て
い
る
今
、
し
っ

か
り
と
国
産
品
と
日
本
の
農
業
の
ア
ピ
ー
ル
を

し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

町
内
で
は
残
念
な
が
ら
農
家
戸
数
の
減
少
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
２
年
間
で
５
戸
の
新

規
就
農
者
が
入
植
し
ま
し
た
。

経
営
２
年
目
を
迎
え
少
し
た
く
ま
し
く
な
っ

た
方
、
念
願
叶
っ
て
経
営
を
開
始
し
目
を
輝
か

せ
て
い
る
夫
婦
と
色
々
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
屈

足
地
区
・
佐
幌
地
区
・
新
得
地
区
に
入
植
し
ま

し
た
。
早
く
地
域
の
一
員
と
し
て
、
溶
け
込
ん

で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
も
、
温
か
く
も
厳
し
く
見
守
っ
て
ほ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
一
刻
も
早
く
コ
ロ
ナ

感
染
が
治
ま
り
、
平
常
の
生
活
に
戻
り
、
そ
の

上
で
本
年
が
豊
穣
の
出
来
秋
を
迎
え
ら
れ
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
新
年
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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令和3年の年頭にあたり

北海道農業協同組合中央会

代表理事会長 小野寺 俊幸

新年あけましておめでとうございます。

組合員並びに役職員の皆様には、コロナ禍にあってもその苦境にも負けず、日々営農に更に邁進されて

おられることと存じます。

また、地域農業の振興や地域社会の発展に向け、日頃より多大なご尽力をされていることに対しても、

改めて敬意と感謝を申し上げる次第であります。

昨年の北海道農業は、米の作況指数が106の「良」、畑作物についは収穫時期に一部地域に降雨による

影響が見られたものの平年並以上の結果となり、生乳も前年の実績を超える生産となり、地域、作目によっ

て違いはありますが概ね良い出来秋を迎えることが出来たと感じております。

しかしながら、昨年は、新型コロナウィルスとの戦いが長期化し、今までの日常とは大きく変化した１

年でありました。農業分野においても例外ではなく各種イベントの自粛、外食・中食の需要減少等の影響

により、各作物の更なる需給緩和が懸念されているところです。今後は作物ごとの実態を踏まえた、国産・

道産農畜産物の需要喚起・消費拡大を図るとともに、外国人技能実習生が入国できないことにより、農作

業の人材確保にも大きな影響が出ておりますので、北海道、全国連とも連携し、ＪＡグループ北海道とし

てしっかりとその対応を図ってまいります。

ＪＡグループ北海道では、昨年より道民の皆様に対し北海道農業から行動を起こすことで、農業と人、

農村と都市、生産者と消費者の関係のあり方を見つめなおしていただくことを目的として「ＡＧＲＩＡＣ

ＴＩＯＮ！ＨＯＫＫＡＩＤＯ（アグリアクション北海道）」と題した情報発信を北海道の支援もいただき、

スタートいたしました。

「ＡＧＲＩＡＣＴＩＯＮ！ＨＯＫＫＡＩＤＯ」は次の３つのテーマを伝えることを目的としております。

① 食料自給率に対する理解促進と行動変容の喚起

② 農業には多様な働き方があるということの周知とより多くの方が農業に携わっていただき、将来的に

農業を仕事の選択肢として考えてもらうこと（本業以外に副業として農業に親しむ人々を「パラレルノー

カー」と命名）

③ 日頃から道産農畜産物を食している道民の皆様に感謝を伝えること

本年は第29回ＪＡ北海道大会の実践最終年であることから、この取組みと協同の力を梃子として「農業

所得の増大」「多様な担い手の確保・育成」「食と農とでつながるサポーター５５０万人づくり」の目標

達成に向けて、実践活動を強化してまいります。

結びになりますが、本年は辛丑年です。牛は古くから酪農や農業で人間を助けてくれた大切な動物でし

た。大変な農作業を最後まで手伝ってくれる働きぶりから、丑年は「我慢（耐える）」、「これから発展

する前触れ」というような年になると伝えられております。

この謂われにあやかり、新型コロナウィルスの１日も早い克服と皆様のご健勝、本年が豊穣の年となり

ますようご祈念申し上げ、年頭のご挨拶といたします。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
青
年
部
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
ご
理
解
、
ご
協
力
賜
り
青

年
部
を
代
表
し
て
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
青
年
部
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
日
頃
よ
り
青
年
部
活
動

に
・
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
重
ね
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

が
世
界
中
で
大
流
行
し
、
誰
も
が
予

想
し
て
い
な
い
ほ
ど
に
ウ
ィ
ル
ス
と

の
戦
い
が
長
期
化
し
、
こ
れ
ま
で
の

日
常
と
大
き
く
生
活
様
式
が
変
化
し

た
一
年
で
し
た
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、
外
出
の

自
粛
等
に
よ
る
飲
食
・
観
光
業
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
産
業
へ
の
影
響

も
あ
り
ま
し
た
。
影
響
が
少
な
い
と

思
っ
て
い
た
農
業
分
野
で
も
、
各
農

産
物
の
需
要
減
少
に
伴
う
余
波
が
少

し
ず
つ
確
実
に
近
づ
い
て
い
る
状
況

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
我
々
農

業
従
事
者
は
、
愚
直
に
農
業
を
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

青
年
部
活
動
の
意
義
と
し
て
、
地
域

に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
思
い
を
忘
れ
ず
、
日
々

営
農
、
地
域
貢
献
に
努
め
て
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
制
限
も
あ
り
ま
し
た
が
、

い
く
つ
か
の
青
年
部
事
業
を
行
い
ま

し
た
。
例
年
行
っ
て
い
る
「
Ｓ
ラ
ン

チ
」
事
業
は
本
年
も
継
続
し
、
新
得

産
の
安
心
・
安
全
な
食
材
を
食
べ
て

も
ら
い
、
農
業
と
食
の
大
切
さ
の
理

解
に
一
役
買
わ
せ
て
も
ら
い
ま
い
た
。

ま
た
今
年
は
、
小
・
中
学
生
に
と
っ

て
も
我
慢
の
一
年
と
な
り
、
食
で
少

し
で
も
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
、
例
年
以
上
に
豪
華
な
内
容

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
好
評
の
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
屈
足
南
小
学
校
で
は
農
作
業

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
と
一
緒

に
「
土
」
を
触
る
こ
と
で
農
業
の
楽

し
さ
を
感
じ
と
っ
て
も
ら
え
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

今
年
は
「
丑
年
」
で
、
私
は
「
牛
」

を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
そ
の
牛
た
ち

に
い
つ
も
以
上
に
助
け
て
も
ら
う
一

年
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
感
謝

の
気
持
ち
と
謙
虚
な
思
い
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

本
年
も
皆
様
の
ご
健
勝
と
豊
穣
の

年
に
な
る
よ
う
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
が
一
日
も
早
く
克
服
で
き
る
こ

と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



６

Ｊ
Ａ
新
得
町
女
性
部

部

長

平

か

よ

子

新年あけましておめでとうございます。

女性部員の皆様をはじめ、組合員の皆様、関係機関の皆様、そして私達

をさまざまな形で支えてくださっているＪＡ職員の皆様には、日頃より女

性部活動にご協力・ご指導・ご支援を頂き、誠にありがとうございます。

昨年を振り返りますと、畜産ではコロナの影響を受け売上減少と価格の

安値、乳牛も天候による牧草など、えさに品質低下がみられ、乳量の減少

などさまざまな影響が出た年になりました。

畑作野菜でも３０度以上が何日も続き、カボチャ等の日やけで商品にな

らない物が多く、野菜も小さかったり大きかったりとサイズのバラつきが

目立ち、９月の長雨で作業が遅れる作物もあり、そばや豆は需要の減少で

価格にも在庫にも影響がありました。

今までの日常とはちがい、新型コロナウィルスの長期化との戦いの年に

なったと感じます。

十勝中の総会が書面議決をとり入れなければならなかったり、各種イベ

ントの自粛、外食・旅行の自粛などにより、食材などの需要減少の影響で

各作物の更なる在庫が心配になると思われます。

そんな中で私達女性部も今迄の行事の形を変えて出来る事を考え、活動

しました。花植えプランターに花を植えてから持ち込んだり、短時間で体

の事を考えストレッチをなごみで行い、コロナ対策しながら活動しました。

十勝の部長会議等も各農協でテレビ会議を行っております。１１月３０

日には防災備蓄収納セミナーを徳本先生に講師を依頼し、テレビで発信し

てみました。

なかなか思ったような活動は出来ませんが、今は我慢の時とし、自分

達の出来る事を改めて考える年にもなりました。

災害の多い日本。温暖化が進む中、防災とSDGsに力を入れて行きたいと

思います。

部員１人１人がこの国の事・ＪＡの事・女性部の事・家庭の事を考え、

自分達を守る・子供達を守る・親を守る・地球を守る（大きく出ましたね）

そんな活動が出来たらいいと思います。

今回私自身、十勝の役員をさせて頂き色々な事を学ぶ事が出来ました。

１年目は活動費が少なく、お金の使い方で節約・お茶を役員で１箱ずつ安

いのを持ち寄ったり、部長会議のお昼をパンにし、全国の研修を止めたり

と、２年目はこのコロナで総会の書面決議からはじまり、各事業の中止、

役員は何度か集まり、１０月１日に帯広養護学校から依頼を受け、ポテト

チップス作りなどをとりいれ、会議はリモート。そんな中、十勝地区農協

畑作青果対策委員として会議に出席させて頂き、最初は組合長さん達の中

で女性１人でものすごく緊張しましたが（今でもしてます）意見を述べる

うちに変っていく事、伝える大事さ、変る大事さ、知る大事さ、沢山の事

を勉強させて頂きました。

これから女性部も色々な事にかかわり、自分達の事として考え、行動し

て行きましょう。

最後に、皆様にとりまして健康で希望に満ちた年となりますよう心より

ご祈念申し上げ、新年の挨拶とさせていただきます。



組合員各位

尚、緊急用務発生の場合は、関係部課長宅へ連絡願います。

12月28日 12月29日 12月30日 12月31日 1月1日 1月2日 1月3日 1月4日 1月5日 1月6日 1月7日 1月8日

(月) (火) (水) (木) (金) (土) (日) (月) (火) (水) (木) (金)

新 得 農 協 本 所 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

貯金・組勘・出納 ○ ○
9時00分

～15時
× × × × ○ ○ ○ ○ ○

Ａ Ｔ Ｍ ○ ○
8時45分

～15時
× × × ×

8時45分

～17時

8時45分

～17時
○ ○ ○

屈足事業所ＡＴＭ ○ ○
8時45分

～12時
× × × × × × ○ ○ ○

生 産 資 材 課 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

新 得 給 油 所 ○ ○ ○
7時30分

～14時
× ×

8時30分

～17時

8時30分

～17時

8時30分

～17時
○ ○ ○

屈 足 給 油 所 ○ ○ ○
8時30分

～14時
× × ×

8時30分

～17時

8時30分

～17時
○ ○ ○

車 輌 整 備 工 場 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

生 乳 検 査 室 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○

受 渡 倉 庫 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

ﾎ ｸ ﾚ ﾝ 西 部 原 料 所 ○ × × × × × × × × ○ ○ ○

　〇～平常業務 △～午前中業務 ×～休業

【年末・年始】の業務について 新得町農協総務部管理課

年末・年始の業務は、下記のとおりとなりますのでお知らせいたします。

　　　　　月　日

事業所

７

９
月
16
日
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
の
教
養
番
組
「
あ
ぐ
り

王
国
北
海
道
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
（
北

海
道
放
送
）
の
収
録
で
、
タ
レ

ン
ト
の
森
崎
博
之
さ
ん
、
北
海

道
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
森
結

有
花
さ
ん
が
、
屈
足
の
村
田
純

一
さ
ん
の
圃
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
新
得
町
で
の
収
録
は
、

10
年
ぶ
り
（
２
回
目
）
と
な
り

ま
し
た
。

新
得
そ
ば
の
輝
か
し
い
実
績

や
村
田
さ
ん
の
栽
培
方
法
な
ど

を
村
田
さ
ん
よ
り
紹
介
し
て
い

た
だ
き
、
収
穫
を
行
っ
て
い
る

様
子
も
撮
影
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
西
十
勝
農
業
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
る
そ
ば
専
用
調
整

工
場
に
て
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

小
林
セ
ン
タ
ー
長
が
実
際
に

行
わ
れ
て
い
る
工
場
で
説
明
し
、

お
二
方
は
正
確
か
つ
丁
寧
な
作

業
工
程
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
町
内
に
あ
る
み
な

と
や
に
て
打
ち
立
て
の
新
そ
ば

を
食
べ
た
お
二
方
は
、
「
し
っ

か
り
歯
ご
た
え
！
」
「
噛
ん
で

い
く
ご
と
に
香
り
が
ふ
わ
ふ
わ

出
て
く
る
！
」
な
ど
絶
賛
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
撮
影
の
様

子
は
11
月
７
日
（
土
）
に
放
送

さ
れ
、
全
道
の
方
々
に
新
得
そ

ば
の
良
さ
を
改
め
て
再
認
識
し

て
も
ら
う
も
の
と
な
り
ま
し
た
。



11
月
23
日
に
新
得
神
社
に
て

新
穀
感
謝
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
祭
は
毎
年
勤
労
感
謝
の
日
に

10
月
１
日
～
７
日
に
か
け
て

不
要
農
機
具
・
車
両
等
回
収
処

理
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
回
収
し
た
戸
数
は
34
戸

で
車
両
７
台
、
大
型
農
機
具
15

台
、
タ
イ
ヤ
・
鉄
屑
等
な
ど
大

型
ト
ラ
ッ
ク
30
台
分
を
回
収
し

ま
し
た
。

不
要
農
機
具
や
車
両
な
ど
の

処
理
は
使
用
者
の
義
務
で
す
の

で
、
今
後
も
適
正
な
処
理
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

行
わ
れ
、
飯
田
神
司
の
も

と
Ｊ
Ａ
役
職
員
と
関
係
団

体
が
共
に
出
席
し
今
年
の

収
授
に
感
謝
致
し
ま
し
た
。

８

11
月
19
日
、
青
年
部
に
よ
る
農
薬
空
容
器
回
収

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

青
年
部
で
は
環
境
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
年

間
行
事
計
画
に
組
み
入
れ
、
回
収
作
業
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
皆
様
の
ご
協
力
、
お

願
い
致
し
ま
す
。

11
月
11
、
12
日
に
今
年
２
回
目
の
農
業
用
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
回
収
が
農
業
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
青
年
部
と
役
場
担
当
者
が
回
収
作
業
に
立

会
い
、
約
70
ト
ン
を
回
収
し
ま
し
た
。

今
後
も
回
収
に
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

季
節
の
室
礼
（
し
つ
ら
い
）

和
文
化
講
師
●
滝
井
ひ
か
る

お
正
月

新
し
い
一
年
の
ス
タ
ー
ト
で
す

気
温
が
低
い
の
で
場
所
に
よ
っ
て
は
長
く
切
り
花

を
楽
し
め
る
こ
の
季
節
。
正
月
花
は
豪
華
で
い
つ
も

よ
り
ち
ょ
っ
と
値
の
張
る
も
の
。
新
年
は
華
や
か
に

大
き
く
飾
り
、
松
の
内
が
明
け
た
ら
小
分
け
に
生
け

直
し
て
、
2
度
3
度
と
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

柳
は
寒
中
先
駆
け
て
芽
吹
く
の
で
「
お
芽
出
た
い
」

木
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
強
く
し
な
や
か
で
折
れ
に
く

い
こ
と
か
ら
、
祝
い
箸
に
も
使
わ
れ
ま
す
よ
ね
。
家

内
喜
と
書
か
れ
る
こ
と
も
。
縁
を
結
ぶ
結
び
柳
に
し

て
飾
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

菊
は
丈
夫
で
長
持
ち
の
す
る
花
材
で
す
が
、
茎
を

切
ら
ず
に
手
折
る
と
よ
く
水
が
上
が
り
ま
す
。

松
も
常
緑
で
水
を
替
え
れ
ば
春
先
ま
で
持
ち
ま
す
。

ち
な
み
に
喪
中
で
も
生
け
て
い
い
の
が
オ
モ
ト

（
万
年
青
）
。
一
年
を
通
し
て
青
々
と
緑
を
保
ち
続

け
る
こ
と
か
ら
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
徳

川
家
康
が
江
戸
城
に
入
城
し
た
際
に
運
ば
れ
た
の
で
、

引
っ
越
し
の
と
き
に
最
初
に
運
び
込
む
と
安
泰
が
続

く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
さ
く
生
け
る
の
に
便
利
な
の
が
、10

0

円
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
で
売
っ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
「
升
」
。

ミ
ニ
剣
山
か
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
用
の
吸
水

ス
ポ
ン
ジ
を
置
い
て
水
を
入
れ
ま
す
。
木
の
升
も
風

情
が
あ
り
ま
す
が
、
水
漏
れ
が
心
配
な
ら
、
中
に
別

の
水
入
れ
を
置
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

升
の
周
り
に
水
引
を
結
ぶ
と
雰
囲
気
が
出
ま
す
。

お
正
月
以
外
の
行
事
で
も
升
を
再
利
用
し
て
く
だ
さ

い
ね
。



９

報

告

事

項

第
１

脱
退
申
込
者
に
つ
い
て

第
２

令
和
２
年
度
寒
冷
地
手
当
の
支
給
に

つ
い
て

第
３

内
部
監
査
の
結
果
報
告
に
つ
い
て

第
４

令
和
２
年
産
主
要
農
産
物
集
荷
実
績

に
つ
い
て

第
５

第
３
回
西
十
勝
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

会
に
つ
い
て

第
６

９
月
末
畜
産
物
取
扱
実
績
に
つ
い
て

第
７

新
得
町
畜
産
振
興
公
社
９
月
末
実
績

に
つ
い
て

第
８

そ
の
他

協

議

事

項

第
１
号

農
業
経
営
と
農
協
事
業
を
語
る
地

域
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

第
２
号

役
員
研
修
の
実
施
に
つ
い
て

第
３
号

施
設
改
善
の
検
討
経
過
に
つ
い
て

第
４
号

特
定
組
合
員
12
月
末
見
込
協
議
日

程
に
つ
い
て

第
５
号

農
産
物
売
買
に
係
る
利
益
相
反
取

引
に
つ
い
て

第
６
号

令
和
２
年
産
小
麦
概
算
払
い

に
つ
い
て

第
７
号

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

第
８
号

そ
の
他

報

告

事

項

第
１

職
員
の
新
規
採
用
に
つ
い
て

第
２

内
部
監
査
の
結
果
報
告
に
つ
い

て

第
３

不
祥
事
未
然
防
止
の
徹
底
な
ら

び
に
Ｊ
Ａ
自
主
点
検
の
実
施
結

果
に
つ
い
て

第
４

工
事
入
札
結
果
に
つ
い
て

第
５

令
和
２
年
度
特
定
組
合
員
営
農

収
支
見
込
に
つ
い
て

第
６

令
和
２
年
度
主
要
農
産
物
集
荷

実
績
に
つ
い
て

第
７

令
和
２
年
産
共
計
品
目
（
小
麦
・

馬
鈴
し
ょ
）
概
算
払
等
支
払
実

績
に
つ
い
て

第
８

令
和
２
年
産
買
取
品
（
豆
類
）

支
払
実
績
に
つ
い
て

第
９

理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付

に
係
る
報
告
に
つ
い
て

第
10

理
事
に
対
す
る
利
益
相
反
取

引
の
報
告
に
つ
い
て

第
11

10
月
末
畜
産
物
取
扱
実
績
に

つ
い
て

第
12

そ
の
他

協

議

事

項

第
１
号

出
資
減
口
申
込
者
に
つ
い
て

第
２
号

組
合
員
資
格
の
変
更
に
つ
い

て

第
３
号

規
定
類
の
改
正
に
つ
い
て

第
４
号

職
員
の
年
末
手
当
支
給
に
つ

い
て

第
５
号

地
域
懇
談
会
の
提
出
議
題
に

つ
い
て

第
６
号

令
和
３
年
度
営
農
計
画
内
容

協
議
日
程
に
つ
い
て

第
７
号

令
和
２
年
産
共
計
大
豆
概
算

金
に
つ
い
て

第
８
号

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

第
９
号

北
海
道
酪
農
体
質
強
化
対
策

費
（
４
月
～
９
月
）
の
支
払

い
に
つ
い
て

初
級

坂
本

蓮

職
員

鳥
井

洋
助

職
員

松
野

綾
子

職
員

門
別

風
伽

職
員

中
級

逢
坂

佳
祐

職
員

上
級

齊
藤

恵
介

課
長



１０

『雇用保険 正しい受給で 確かな就職』

雇用保険は、失業中の生活を心配せずに仕事探しに専念し、一日も早く再就職していただくために失

業等給付を支給することを目的とした制度です。

また、雇用保険は、労働者及び事業主の皆さんに納めていただいた保険料と、国民の皆さんからの基

調な税金によって運営されています。

ところが、働いている事実を申告しないなど偽りまたは不正な手段により、基本手当、特例一時金な

どの支給を受け、または受けようとするなど不正受給が後を絶ちません。

一部の受給者によって不正な受給が行われることは、雇用保険の健全な運営を阻害することになりか

ねません。

もし不正受給をしますと、最大で不正に受給した金額の３倍に相当する金額を

納めなければならないなど、大変厳しい処分を受けることとなります。

雇用保険制度を正しく理解していただくために、本制度の周知を行い、不正受給未然防止の啓発活動

を行っています。

本趣旨をご理解いただき、”正しい受給”にご協力いただきますようお願いいたします。

【お問い合わせ先】

ハローワーク 帯 広 帯広市西５条南５丁目２

（帯広公共職業安定所） TEL0155-23-8296（11♯）

ハローワーク 池 田 中川郡池田町字西２条２丁目

（帯広公共職業安定所 池田分室） TEL015-572-2561



  

JA グループ通信 
北海道教育委員会、北海道コンサドーレ札幌、北海道教育大学、ＪＡグループ北海道の４者は、北海道の将来を担う子

供たちが未来に向かってたくましく成長していくことを支援するため、子ども食堂の支援を行っております。しかし、コ

ロナ禍において子どもたちが集まって食事をとることができないため、支援活動ができない状況が続いております。そこ

で、コロナ禍においても支援することを検討した結果、ＪＡグループ北海道において、ＡＧＲＩＡＣＴＩＯＮ！ＨＯＫＫ

ＡＩＤＯの取り組みの一環として、食育動画を配信することといたしました。動画は３タイプあります。ＪＡグループ北

海道のホームページで公開しておりますので、是非ご視聴ください。また、お子様が動画を視聴していただき、保護者

の方がアンケートに答えていただくと抽選で文房具のプレゼントがありますので、是非、こちらへの応募もお待ち

しております！ 

ＪＡ北海道中央会 

北海道信連では、環境保全や地域美化の観点から、

「ＮＰＯ法人 北海道市民環境ネットワーク」が運営

する「ラブアース・クリーンアップ運動 in北海道」に

参加し、事務所周辺の清掃活動を行っています。今年

度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響に留意した

うえで、札幌では１０月 

に市内の職員住宅周辺で 

実施いたしました。全道 

各支所においても、状況 

を見極めながら順次活動 

を実施しています。 

 

ＪＡ北海道信連 

 ホクレンは、会員ＪＡ・生産者向けに発行している

営農情報誌「アグリポート」と連動した動画情報など

を提供する「アグリポートチャンネル」を「ＹｏｕＴ

ｕｂｅ」に開設しました。ＵＲＬは以下の通りで、新

型コロナウイルスの影響により今年は現地開催を見送

った「ホクレンフィールドデー」のオンライン版動画

などもアップしています。 

ホクレン 

ＪＡ共済では、『自動車共済お見積りキャンペーン』

を実施しております。インターネットに開設したキャ

ンペーンＷｅｂサイトへご応募いただいた方の中か

ら、抽選で総計１２，０００名様に家電などの素敵な

賞品が当たります。キャンペーンは令和３年３月３１

日(水)までです。この機会にＪＡ共済のホームページ

にアクセスいただけますようお待ちしております！ 

ＪＡ共済ホームページ 

アドレス 

https://www.ja-kyosai. 

or.jp/ 

ＪＡ共済連北海道 

組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を守る

ため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図ることを目的

として、広報誌「すまいる」を発行しております。年

３回発行しており、様々な医療・健康情報を発信して

おります。秋号においてはプレゼント付アンケートの

コーナーもございます。 

是非、ＪＡ北海道厚 

生連のホームページを 

ご覧いただきアンケー 

トへのご協力をお願い 

致します。 

ＪＡグループ北海道の連合会の活動内容を紹介しま

す。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサイトをご覧

ください。 

ＪＡ北海道厚生連 

  

 

 

https://www.youtube.co

m/channel/UC4Dt4CyXyMs

KSVtofG4dprw 

  

  

①小学校低学年用 

《北海道の農業》 

 

http://ja-

dosanko.jp/s

upporter/mov

ie_syokuiku/ 

②小学校高学年用 

《食料自給率》 

 

③中高生用 

《食料自給率》 
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